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　まず第 1 章で Adolf Kossakowski，Heinz Grassel らの性的発達段階論を取り上げ，検討す
る．次いで第 2 章では，Grassel と Kurt Bach の性教育プログラム案を取り上げ，比較検討す
る．さらに第 3 章では，1959 年の教授プラン以降生物の教科で取り組まれ開発されてきた性教
育プログラム案を Heinz-Werner Baer と Werner Kirsch の構想を中心に検討する．そして最後
に，これらのプログラム案の特徴と問題点を指摘して，まとめに代えることにしたい．
　第 1 章　子どもの性的発達段階論






青少年期を大きくは 4 つの段階に区分している．それをまとめたものが表 1 である．
　この表からもわかるように，1962 年時の発達段階論と 1969 年のそれとの間には，若干の違い
が見られる．第 1 に，1969 年のものでは学童期から学校青少年期への移行段階が設けられてい
るが，1962 年のものには，それがない．第 2 に，それとも関連して，1969 年では第 1 段階が 1















第 6 ～ 7 学年で性非行が起こりうるからである．そこで，Kossakowski は，学校と家庭で女子
に，自分自身に対する自分の責任，親と社会とに対する自分の責任について話すことを求めてい
る．また，Kossakowski は，すでに 12 歳の男女の一部と 14 歳の男女の大部分は性的に成熟し
ていることに注意を促している（1969: 187）．
　第 2 段階になると，男女の彼氏・彼女関係（Freundschaft）が発達してくるし，性交に至る
のもまれではない．第 8 ～ 10 学年の男子は「メスども（Weiber）」と何ら関ろうとしないが，
自分の仲間たちの間で重んじられようとして，彼女がいることを証明したがり，よく「かわいい
彼女」や「スポーティーで感じのいい彼女」を欲しがったりする（1962：174）．
　ところが，Kossakowski によれば，多くの親と教員は，13 ～ 16 歳の彼氏・彼女関係はまだ
認めるべきではないと考えている．ここで Kossakowski は Wahlmann（1960）の調査研究を紹





　10 ～ 12 歳　第 5 ～ 6 学年
第 1 段階：第 6 ～ 7 学年
　女子 11/12 ～ 12/13 歳，男子 12/13 ～ 13/14 歳
第 1 段階：初期学校青少年期
　第 7 ～ 8 学年　13 ～ 14 歳
第 2 段階：およそ第 8 ～ 10 学年
　女子 13/14 ～ 15/16 歳，男子 14/15 ～ 15/16 歳
第 2 段階：学校青少年期の主要段階
　第 9 ～ 10 学年　15 ～ 16 歳
第 3 段階：およそ第 11 ～ 12 学年
　女子と男子 16 ～ 18 歳
第 3 段階：後期学校青少年期
第 11 ～ 12 学年　17 ～ 18/19 歳
第 4 段階：女子と男子 18/19 ～ 22/23 歳 若年成人の段階：大学―職業，19 ～ 22 歳
Friedrich/Kossakowski （1962: 80）および Kossakowski（1969: 68）より作成．
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的」な態度 30.5％となっている．ここで Kossakowski が注目するのは，親は女子が彼氏をもつ
よりも，むしろ男子が彼女をもつほうを認めたがることである．Kossakowski によると，





















　以上のことからもわかるように，Kossakowski は，第 1 に，基本的には「男女の清潔な関係」















　Grassel は心理学的研究にもとづいて，2 歳ごろから 18 歳以降の子ども・青少年の性的発達段
階を基本的には 5 段階からなるものとしてとらえている．ただし，この発達段階論は，Grassel
にあっては 60 年代に少しずつではあるが変化している．この変化をまとめたものが表 2 である．
　このように，Grassel の性的発達段階論では，子どもの性的発達は 5 つの段階からなるものと
されているが，そこでは男女間の発達の違いはさほど問題にはなっていない．ここで発達段階を





識を獲得する．第 3 段階（10・11 ～ 15 歳）では，①自分の性と異性の特殊性に関する知識が完
成し秩序化され，②男女関係に関する知識が獲得され，③価値にもとづく「行動モデル」をつく
ることで，男女関係の「秩序」が模索される．また④マスタベーションなどによる快楽を与える





　ここで，Kossakowski と Grassel の発達段階を比較すると，第 1 に，前者では学校期をもっ
ぱら問題にしているが，後者は就学前期をも重視している．第 2 に，前者の第 1 と第 2 の段階は





作成されていく．ここでは Grassel と Bach の包括的なプログラム案を取り上げる．
1．Grassel の性教育プログラム案
　Grassel は，先の性的発達段階論をふまえながらも，社会主義道徳教育との関連性から，3 ～
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Grassel (1964?: 10)，Grassel (1966a: 715)，Grassel (1967: 165-166)，Grassel (1969: 215) より作成
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子ども・青少年の性的発達段階とそれに応じた性教育プログラムの開発
柱（A. 社会的・道徳的諸問題，B. 男女関係と性生活，C. 解剖学的構造――性生活の生理学，D. 
逸脱と特殊な問題）からなるものとして構成し，そのうえでその柱を発達段階に応じて大きく 3



































































































* Ⅰ：3 ～ 11 歳　Ⅱ：11 ～ 16 歳











* Ⅰ：3 ～ 11 歳　 Ⅱ：11/12 ～









































　以上の Grassel の性教育プログラム案を見ると，ここでは 5 段階の性的発達段階が 3 つの段階
に分けられている．すなわち，性的発達の第 1 段階と第 2 段階が思春期前の段階Ⅰ（3 ～ 11 歳）
にまとめられ，第 3 段階は思春期の段階Ⅱ（11 ～ 16 歳）とされ，第 4 段階と第 5 段階がまとめ
られて段階Ⅲとして再構成されている．






らないと考えている．この見地から，Grassel は以下のような下級段階（第 1 ～ 4 学年）の教授
















































































































































































































































　10.5　女性の同権を求める闘い（Luise Otto-Peters, Clara Zetkin, Rosa Luxemburg, K?the Kollwitz）．
　10.6　国際女性デー．ドイツ民主女性同盟（Der Demokratische Frauenbund Deutschlands; DFD），





























































































































































　10.4　植民国家および革命前の中国における女性の地位（第 6 学年の 10.3 から 10.6 をみよ）．
11．仲間関係と友情
　11.1　第 6 学年教材の復習．


































































　11.5　 本 の 勧 め ―Neubert: Die Geschlechterfrage；Walter: Zwischen 14 und 18（ 女 子 向 け ）；












































































　11.3　本の勧め―Bittigh?fer: Du und der andere neben Dir. 第 8 学年の 11.5 もみよ！映画：Weil ich 












































































　12.7　20 歳で結婚相手を逃した？ 16 歳でまだ彼氏・彼女がいないのは流行遅れか？
　12.8　自分，パートナー，家族および社会主義社会に対する強い責任．
　12.9　本の勧め―Trummer: Unter vier Augen gesagt; Hoffmann/Klemm: Ein offenes Wort; Weber/ 












　13.7　子育ても学ばねばならない．映画―Sagst Du's Deinem Kinde? Und Keine Angst vor heiklen 
Fragen.
　13.8　本の勧め―Neubert: Das neue Ehebuch.; Bretschneider/Dierl:Liebe und Ehe.; Grassel: Wie sagen 
wir es unserem Kinde?; Autorenkollektiv: das Vorschulkind. Autorenkollektiv: das Schulkind von 








　14.6　本の勧め―Tarkow: Ehe und Familie in der sozialistischen Gesellschaft.; Familiengesetzbuch der 
DDR; das Gesetz ?ber das einheitliche sozialistische Bildungssystem; Das Jugendkommuniqu?; 














まとめてみると（表 7），まず 1 ～ 4，10 ～ 11，14 の項目は全学年で扱われている．5 の身体発
達は第 3 学年以降から扱われ，6 と 7 は第 4 学年と第 6 学年以降で扱われている．8 の避妊と 12
の友情や結婚は，第 8 学年から扱われている．9 の変質・性犯罪と 13 の若い結婚は，4 ～ 5 学年
および第 7 学年以降扱われている．15 のブルジョア似非道徳との闘いは第 7 学年以降で扱われ
ている．
表 7　教授項目の学年ごとの変化
項目番号 1 学年 2 3 4 5 6 7 8 9 10
1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
5 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
6 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○
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7 × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○
8 × × × × × × × ○ ○ ○
9 × × × ○ ○ × ○ ○ ○ ○
10 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
11 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
12 × × × × × × × ○ ○ ○
13 × × × ○ ○ × × ○ ○ ○
14 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 × × × × × × ○ ○ ○ ○





　第 2 に，避妊と堕胎（Abort）の問題は，第 8 学年の生徒（14 ～ 15 歳）ではじめて示されて
いる．Bach は，約 20％の生徒が相変わらず第 8 学年を終えて普通教育総合技術上級学校を去り
社会に入っていくので，その前にきちんと避妊教育をしていくことが必要だと考えている．性病














　第 6 に，第 1 学年から「仲間関係と友情」が語られ，第 8 学年後，「愛―結婚」領域のテーマ
が付け加わってくる．ここでは，「愛の目標は結婚である」という基本原則が貫かれている．

































とが，その第 1 の特徴となっている．第 2 に，この時期においてもなお，Borrmann は過度な
マスタベーションを「性的な過ち」だと理解している．
　第 3 章　生物における性教育プラン




域で性教育を取り扱うことになり，その後 1966 年の教授プランでは第 5 学年と第 8 学年で行わ
れるようになった（池谷 2011b）．したがって，60 年代の DDR では，生物の授業で性教育をど
のように具体化していくのかが，性教育の重要な実践的課題となった．また，その具体化が進行
するにつれて，教授プランそのものの問題点も次第に明らかになってきた．ここでは，60 年代
















































み入れることであり，第 2 に，DDR の社会的発展に応じて，性病は今日われわれのところでは
ほとんど問題にならなくなっている．第 3 に，「青少年期のセクシュアリティの諸問題の指摘」
というだけでは，ただ「指摘」しさえすればよいとか，あるいはまったくしなくてもよいと理解
されかねない（39）．最後に，加速化現象で思春期の開始が明らかに 2 ～ 3 年早くなっているの
で，第 9 学年の 15 歳の生徒にこれらの教材に初めて触れさせるのでは遅すぎる（39; 池谷



































































　①　第 1 回性教育会議（1962 年）での議論
　第 1 回性教育研究会議では，Baer（1962a）の報告をめぐっても討論がなされた（P?dagogk, 
Beiheft 2: 45-46）．Bach は Baer の教材区分の提案に賛成し，自分も同じようなやり方で行って









のは，「この問題の最初の取り扱いが第 9 学年では遅すぎる」（P?dagogk, Beiheft 2: 46）という
ことであったし，この学年では「下位の学年段階での当該の準備にもとづいて性的な諸問題を科
学的に明確で総括的に取り扱うこと」が承認された．しかし，具体的な改革となると意見が 3 つ




















う必要がある．「それゆえこの教材を最初に教えるのはすでに第 4 学年か第 5 学年で基礎的な
保健（Gesundheitslehre） の枠内でなされるべきであろう．その後，第 7 学年ないしは第 8 学
年で，生殖器の解剖と生理学の取り扱いならびに衛生の総括的な取り扱いが行われ，これに続い
て就学期間の最後の第 9 ないしは第 10 学年で，総括的な概観と仕上げがなされ」（ebenda.）ね
ばならない．





　では Baer が批判した当の Kirsch の構想はいかなるものであったか．その際まず注意すべき





材から発するとする Baer の見解とは異なっている．そこでまず Kirsch の生徒調査を概観して
おく 3）．
　










5 ～ 9 学年の生徒に，今日人間の性生活の問題に対する関心があるのかどうか，そしてどのよう
なテーマ領域が関心の中心にあるのか，を調査している．また，⑵生徒の性知識の状況について
は，教材単元「生殖器と個体発生的発達」が授業で扱われる前の第 9 学年生徒に質問をしている
（回答者総数は Potsdam 市と Nauen の郡の 12 の学校，第 9 学年で 266 人）．
　まず⑴については，すべての学年段階で，90％以上が人間の性生活の問題に関心を持っている
ことがわかった．また，どの時期に性的教授を行うべきかを質問した結果，男子の 76％と女子
の 90％が 14 歳までに性的問題について教授されるべきだと考えている（1968: 56）．性的関心の
内容は，次のようになっている（表 9・10）．
表 9　生徒の性的関心（都市部学校）
テーマ 第 9 ～ 8 学年（n=562） 第 7 ～ 6 学年（n=626） 第 5 学年（n=294）
男子（n=252） 女子（n=310） 男子（n=334） 女子（n=292） 男子（n=153） 女子（n=141）
数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
 1．身体構造；生殖器 26 10.3 11  3.5 39 11.7 15  5.1 12  7.8  3  2.1
 2．自分の性の発達 17  6.7 27  8.7 13  3.9 39 13.4 - - - -
 3．異性の発達 16  6.3  8  2.6 12  3.6  6  2.1 - - - -
 4．性行為 25  9.9 27  8.7 40 12.0 25  8.5  8  5.2  2  1.4
 5．受精 46 18.3 50 16.1 68 20.4 39 13.4 40 26.1 48 34.0
 6．性の決定  8  3.2  8  2.6  5  1.5  8  2.7 - - - -
 7．妊娠の認識，予防  5  2.0 15  4.8  8  2.4  5  1.7 - - - -
 8．妊娠 55 21.8 62 20.0 80 23.9 86 29.5 38 24.8 36 25.5
 9．出産 20  7.9 79 25.5 37 11.1 42 14.4 18 11.8 27 19.1
10．新生児  1  0.4 - -  3  0.9  2  0.7 19 12.4  6  4.3
11．病気と害 13  5.2 13  4.2  1  0.3  2  0.7 - - - -
12．衛生  2  0.8  2  0.6  1  0.3  6  2.1 - - - -
13．包括的な質問 11  4.4  5  1.6 19  5.7 11  3.7 12  7.8 17 12.1





テーマ 第 9 ～ 8 学年（n=263） 第 7 ～ 6 学年（n=349） 第 5 学年（n=104）　
男子（n=105） 女子（n=158） 男子（n=174） 女子（n=175） 男子（n=66） 女子（n=38）
数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％ 数 ％
 1．身体構造；生殖器 10 9.5 9  5.7 14 8.0 11  6.3 - -  2  5.3
 2．自分の性の発達  8  7.6 32 20.2 9  5.2 10 5.7 - - - -
 3．異性の発達 13 12.4  4  2.5 11  6.3  6  3.4 - - - -
 4．性行為  9  8.6 3  1.9 10 5.7  3  1.7 - -  1  2.6
 5．受精 22 20.9 10 6.3 32 18.4 23 13.1 22 33.3 9 23.7
 6．性の決定  3  2.9  2  1.3  3  1.7  - - 1  1.5 - -
 7．妊娠の認識，予防  6  5.7 8  5.1  4  2.3  2  1.2 - - - -
 8．妊娠 14 13.3 33 20.8 35 20.1 47 26.9 19 28.8 16 42.1
 9．出産  5  4.8 38 24.1 28 16.1 45 25.7  9 13.6  6 15.8
10．新生児  1  1.0  2  1.3  7  4.0  8  4.6  2 3.0  2  5.3
11．病気と害 9  8.6 1  0.6  2  1.1  2  1.2 - - - -
12．衛生  -  - 10  6.3  -  -  - - - - - -
13．包括的な質問  2  1.9  6  3.8 11  6.3 14  8.0 10 15.1  2 5.3
14．その他の質問  3  2.9  - -  8  4.6  4  2.3  3  4.5  -  -
Kirsch 1968：59.
　これをみると，都市部・農村部学校の男女すべての年齢段階で妊娠に関する質問頻度が高く，
しかも都市部学校の 8 ～ 9 学年を除いては，女子の質問が男子のそれに比べて割合が多い．似た
傾向は受精の問題領域でも出てくるが，農村部学校の第 8 ～ 9 学年の女子は例外である．しか
し，出産のテーマで都市部と農村部の学校での男女間の違いがきわめてはっきり出ている．すな
わち，すべての年齢段階で女子は男子よりもずっと多くの関心を出産に示している．性行為と性














学年生の回答では（表 11），男子では，表 9・10 で知られたテーマに関する性的関心がずっと大
きくなって，性病，避妊，生殖と受胎に向けられている．生殖器の構造と機能についても，男子






数 ％ 数 ％
 1．自分の生殖器の構造と機能 71 53.0 68 51.5
 2．異性の生殖器の構造と機能 67 50.0 68 51.5
 3．自分の性の成熟と発達 55 41.0 60 45.5
 4．異性の成熟と発達 61 45.5 63 47.7
 5．生殖と受胎 72 53.7 73 55.3
 6．妊娠の認識 43 32.1 46 34.8
 7．避妊 73 54.4 87 65.9
 8．妊娠 30 22.4 34 25.8
 9．出産 49 36.6 62 47.0
10．性病 94 70.1 90 68.2
11．新生児 42 31.4 47 35.6



































　 数 ％ 数 ％
コンドームの使用 52 38.8 19 14.4
ペッサリーの使用 7 5.2 2 1.5
化学的避妊薬の使用 12  9.0 7 5.3
膣洗浄 3 2.2  4 3.0
受精しない日を注意する 4  3.0  4 3.0
性交中断 4  3.0 1 0.8
医師から薬を処方してもらう 1 0.7  1 0.8
性交しない  3  4.8 6 4.5
堕胎 31 23.1 26 19.7
男性か女性の去勢 8  6.0  5  3.8
不妊手術  - - 2 1.5
タンポンの利用  - - 1 0.8




























































































































　　性の決定要因としての x 染色体と y 染色体
　人類の存続に対する原子爆弾の爆発の危険
　　生殖細胞の発生的物質の破壊，生命能力のない有機体の発生












































　　1 ～ 5 日―粘膜の破損―新しい卵胞の成長開始―脳下垂体ホルモンと卵胞ホルモン
76
現代と文化　第 126 号
　　5 ～ 13 日―粘膜の成長―卵胞の成熟―卵胞ホルモン
　　13 日―卵胞の破裂（排卵）


















桑実胚の内細胞と外細胞の一部からの卵膜 ･ 胚膜の発生 ･ 形成，胚と胚膜との間の羊水，胚の保
護，胎盤―胚の一部（絨毛のある外胚膜），母体の一部（開かれた血管 ge?ffnete Gefa?e のつい
た子宮粘膜），胎盤による胎児の栄養とガス交換
　　臍帯―胎盤と胎児との結合































































































　以上の Kirsch のプラン案には，いくつかの特徴が見られる．まず第 1 の特徴は，生徒の性的
関心の調査にもとづきながらも，性教育の重点が第 5 学年と第 8 学年に置かれていることであ
る．第 2 に，生物の授業とならんで，授業外の催しにも大きな比重が置かれている．その際，男
女共習のものもあれば男女別のものも考えられている．例えば，第 5 学年では女子向けに，月経
の衛生に関する催しが，第 6 学年では，男子向けの催しが計画されていたりする．第 3 に，第
10 学年で，性の決定と核戦争によっておこる放射線による生殖細胞の破壊が指摘されているこ
















　Baer の 2 つ目の批判は，教員主導のプランになっていることへの批判である．「教材の取り扱
いがほとんどもっぱら教員による提供のかたちであることは，生徒にただ受容的な学習態度へと
余儀なくさせるもので，われわれには，目下の可能性には合っていないように思われる」（1966: 







































にある，Richard E. Whalen や Gunter Schmidt らの「ボイラー・セクシュアリティ（Dampfkessel-
Sexualit?t）」理論が，DDR の 70 年代にあったというが，それはすでに 60 年代にあったのである．
3）調査対象は，都市部学校と農村部学校の第 5 ～ 9 学年の生徒で回答総数 1919 人，1961 ～ 1963 学年度
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＊本論文は，2011 年度日本福祉大学課題研究「ドイツにおける性教育の歴史と現状，課題に関する資料調
査研究」の成果の一部である．
